
事業の節目ごと、顔の見えるチラシを全戸配布

～敷居の低い柔らかな雰囲気の伝え方～

（クラブ富士山・山梨県河口湖町）

メルマガ７月（57号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＜特集＞　クラブをわかりやすく伝える～住民との共感プロセス　　　　　　　　
　　　　　基本的な方法で、地道に「存在」を伝える②

１．クラブの名前だけでも覚えてもらう

　「クラブ富士山」は富士山を望む河口湖畔にある、創設１年目のクラブです。
町民にクラブを知ってもらうために、クラブの名前だけでも覚えてもらおうと、いろいろな取り
組みをしています。主なものを紹介します。
まず、チラシ配布です。 年３回、事業の節目ごとに1,000部のチラシを作成し、全世帯に配布し
ました。方法は、町の担当課の協力を得て、クラブ員が行政の広報誌にチラシを折り込み、広報
誌と一緒に配布してもらいました。また、町内の企業にも社員へのチラシ配布を依頼し、町外か
ら通勤している社員への勧誘も行いました。

ポスターも作成しました。 働く母親のための託児施設、町営の「子ども未来創造館」では、チ
ラシ配布と同時にポスターを掲示しました。 子どもを迎えに来た母親の目にとまるようにしたと
ころ、母親たちは待ち時間に熱心にポスターを眺めていました。
その他、地元ＣＡＴＶの町広報番組の中で、クラブの活動状況を紹介しました。

　町役場のＨＰからクラブ情報へのリンクや、会員向け携帯サイトから教室案内へのアプローチ
等、取り組みは多彩です。



２．クラブや会員の顔が見えるチラシづくり

　チラシには写真が多く取り入れられています。教室へ参加している子どもたちの楽しそうな顔写
真の中に、隣近所の子どもの顔が見えます。町民はクラブを身近なものに感じるでしょう。

さらに、体の固そうな人もいる教室風景、気になる服装も普段着でよさそう、子どもを抱っこし
ながら、といった活動風景の写真もあります。クラブの柔らかな雰囲気が伝わり、スポーツに敷居
の高さを感じている人も参加しやすいでしょう。

集まれ！　気軽にスポーツをしよう！ のキャッチコピーにぴったりです。

（進藤芳昭　山梨県クラブ育成アドバイザー ）

　１．設立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　設立年：平成22年2月23日（富士山の日に設立）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 経緯：町のスポーツ振興審議会にてクラブ創設の方針を決定した。設立準備委員会を
　　　　組織し、教委担当が中心となり設立を推進した。

　２．地域　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　人口：富士河口湖町25,000人 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　特性：富士山・富士五湖エリア内の国際観光都市

　３．クラブ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　会員数：150名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　特徴：特色ある教室に「なんでもキッズ、なんでもジュニア教室」があります。様々な種目を
　　　　　　　体験し、運動神経を発達させましょう！と呼びかけています。　　　　　　　　　　　　　　
　　　予算規模：300万円（会費200万円、町補助100万円）

　４．連絡先　　クラブ富士山事務局（町民体育館内） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　〒401-0301　山梨県南都留郡河口湖町船津5542-1　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　
　　　TEL・FAX ：0555-72-4772　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　ＵＲＬ：http://www.town.fujikawaguchiko.lg.jp/ 

【クラブ富士山　プロフィール】

関連リンク：進藤芳昭氏プロフィール　http://www.japan-sports.or.jp/local/outline/adviser/15.html

３．自主学習教室の仕組みは環境づくりから
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　クラブの教室を気軽に体験できるコースを開催しています。非会員への参加を呼びかけています。

４歳から６歳までのジュニアコースでは、ニュースポーツ、トランポリン、リズムテコンドー等、
９種目を実施しています。保護者同時参加のクラスもあり、いろいろな種目を楽しみながら体験出
来ます。

何でも体験スクールは、クラブをちょっと見に来た町民に気軽に参加してもらうなど、クラブ周
知の第２段階として位置づけています。

この１年間、事務局への問い合わせは急増しています。


